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(2) ジュニア科学塾 
 

○ 概要： 広島大学の教授が，少人数の生徒を対象に一つのテーマを４回連続で多

様な実験を織り交ぜて分かりやすく指導し，生徒に対して科学の深さブラ

ックボックスをこじ開ける楽しさを体験させ，自ら学ぶ心を育てる動機付

けをめざします。 

 

○ 対象者： 中学生 

 

○ 特徴：・広島大学の教授が，少人数の中学生を対象に教科書にとらわれないハイ

レベルな科学を集中的に指導 

・現代の松下村塾科学版をめざす 

・中学や高校の理科の先生や理学部，教育学部の学生なども参加したきめ

細かな指導体制 

 

○ 募集：・平成１６年７月６日記者発表 

・県及び広島市教育委員会経由で県内全中学校にチラシ配付 

・中学校長会等を通じて協力要請 

     ・マツダ財団，広島大学のホームページで広報 

 

○ 開催：  

・日時：・平成１６年８月２６日（木）午前１０時半から午後１０時まで 

                        広島大学学士会館で合宿 

     ・平成１６年８月２６日（金）午前９時から午後３時まで 

     ・平成１６年８月２７日（土）午前１０時半から午後４時まで 

     ・平成１６年９月４日（土）午前１０時半から午後４時まで 

・場所： 広島大学 教育学部実験室 

・参加者と人数： 広島県を中心に中学生１２人 

        （中１；４名，中２；６名，中３；２名，男子１０名；女子２名） 
・テーマ： 伝記の正体を知ろう 
・講師： 広島大学 大学院理学研究科 大杉節教授 

・内容： 

第１日：電気ってなんだろう？ 

第２日：静電気，電池の電気，家庭の電気など，何が同じで何が違うの？ 

第３日：何かが流れているとしたら，その流れる速さは？スイッチを入れた時，

長い電線の先につけた電球は直ぐに光るのだろうか？ 

第４日：電気の力と磁石の力との関係は？親戚？兄弟？それとも？？ 

 

○ 塾生のためのホームページ開設 

参加した塾生のための質問や情報交換のためのページを開設。 

 

○ 実施体制 

 ・塾長：  

広島大学 大学院理学研究科 大杉 節 教授 
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 ・支援教員等： 

大学院教育学研究科          教 授    林   武 広 

地域連携センター           助教授    橋 本 康 男 

福山市立駅家中学校          教 諭    占 部 正 弘 

広島市立美鈴が丘高等学校       教 諭    池 永   寛 

国立教育政策研究所教育課程研究ｾﾝﾀｰ  教育課程調査官  呉 屋   博 

(財)マツダ財団            事務局長   森 川 一 美 

     〃               事務局長代理  山 賀 泰 之 

     〃               事務局長代理  永 松 貴 文 

     〃               事務局    河 村 英 子 

 ・学生スタッフ： 

  理学部５名，教育学部６名，大学院教育学研究科の大学院生４名 

 

 

 所要経費  

 

① 実験用機器材関係経費               ７５５，４９９円 
 ・クルックス菅，アルニコ磁石，リード線，デジタルオシロスコープなど 
② 参加者配付用資材                  ４９，４１３円 
 ・ネーム台紙など                   ３８，８５０円 
 ・実験ノートなど                   １０，５６３円 
③ スタッフ関係                   ２０９，１７０円 
 ・学生アルバイト経費（９名分）           １７９，１７０円 
 ・中高教員謝金・交通費                ３０，０００円 
④ 研修宿泊料                     ７６，７００円 
⑤ 保険料                        ６，１５９円 
   
     合   計               １，０９６，９４１円 
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 ジュニア科学塾の内容  

 

テーマ：「電気」の正体を探ろう 
月日 時間 内容 

10：30～12：30 
 

開塾式。講義：電気はどこから現れるか？  
電気と聞いて連想するものを塾生が列挙 
物質は電気を中に隠し持った原子から出来ている 

13：30～14：30 
 
14：50～16：00 
 

テーマ：電気に＋と‐があることを確かめる 
1） 色々な物質の組み合わせによる静電気の発生と，クーロ

ンメーターを使い静電気の符号と量測定 
テーマ：電流は電気を持った粒子の流れ 
1） ネオン管の実験， 
2） ネオン管の中では，電極はつながっていなくてもネオン

が光ると回路に電流が流れる 

第１回 
8 月 26 日 

（木） 

夜 合宿 教育学部屋上において天体観測。塾長と語らう会 
10：30～12：30 
 
 

クルックス管の実験 
１） 電子の流れと電流との関係 
２） 磁石の磁界が電子の流れに与える影響 
（磁界の方向と曲がる方向） 

第 2 回 
8 月 27 日 

（金） 

13：30～14：30 
 
14：50～16：00 
 

発電機とモーターの実験 
１） 発電機の回転方向と電流の向き 
２） 電流の向きとモーターの回転方向 
太陽の黒点，プロミネンスの観察 

10：30～12：30 
 
 

太陽電池パネルで発電，そのエネルギーで電気モーター自

動車模型を走らせる。 
燃料電池の実験と燃料電池モーターの実験 
１） 太陽電池を使って水を電気分解，水素を作る 
２） その水素ガスを燃料電池に供給し，発電する 
３） その電気で模型自動車を走らせ，水素ガスが消費され

ることを確かめる 

第 3 回 
8 月 28 日 

（土） 
 

13：30～14：30 
 
14：50～16：00 
 

磁石と磁界 
１）棒磁石の周りの磁界を調べる 
２）コイル，カラーマグネットと紙コップでスピーカーを

作ろう 
10：30～12：30 
 
 

発電機とモーターの関係 
１）手回し発電機で発電，モーターを回す 
２）モーターにプロペラを付け，風でプロペラを回して発

電し，電流を測る 
13：30～14：30 
 
14：50～15：30 
 
 

「電気」についてまとめ 
１） 物質は電気を中に隠し持った原子から出来ている。 
２） 電気を持っているものは光で見える 
３）電線の中の電流は‐電気を持った電子の流れ 
４） 発電機とモーターは同じ物を反対方向に利用 

第 4 回 
9 月 4 日 

（土） 

15：30～ 修了式，科学わくわく志証書授与式 
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 ジュニア科学塾の塾生名簿  

 
  氏 名 H15 参加 学校名 学年 性別 

  フクダ ケイイチロウ        
1 福田 圭一郎 ○ 広大附属東雲中学校 2 Ｍ 

  マツムラ ユウキ        
2 松村 勇希 ○ 海田中学校 3 Ｍ 

  スノウチ ジュンペイ        
3 州之内 淳平 ○ 可部中学校 2 Ｍ 

  サワムラ ヒラク        
4 澤村 拓   近大附属東広島中学校 2 Ｍ 

  ヤマモト ユウト        
5 山本 悠登   近大附属東広島中学校 2 Ｍ 

  ニシハラ ヒロキ        
6 西原 宏起   安佐北中学校 2 Ｍ 

  スギハラ ヒロキ        
7 杉原 裕規   駅家中学校 3 Ｍ 

  カワムラ タツシ        
8 河村 達司   駅家中学校 1 Ｍ 

  マエダ ユウスケ        
9 前田 雄介   駅家中学校 1 Ｍ 

  ツチモト ミサキ        
10 土本 美咲   吉浦中学校 1 Ｆ 

  イド ミキ        
11 井戸 美季   近大附属東広島中学校 2 Ｆ 

  サトウ リョウ        
12 佐藤 諒   駅家中学校 1 Ｍ 
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 ジュニア科学塾の配布資料  
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 参加者アンケート結果及び評価  

 

ジュニア科学塾の参加者アンケート集計結果からの考察 
ジュニア科学塾では毎回，活動終了時にアンケートを実施しているので，今回のジュ

ニア科学塾を通じた個々の生徒の変化・変容に注目する。 
 
① ジュニア科学塾の授業内容全体に関する生徒の認識 

（縦軸の数字：５（理解できた）―１（難しい）） 
変化傾向には個人差が大きく，全体として後になるほど，授業内容の理解できるよ

うになった傾向がうかがえる。扱った内容は決して易しいものではなかったが，慣れ

によってペースがつかめたこと，また，学び方がつかめたことによるとみなされた。 
また，アップダウンを示す生徒が多いが，扱った内容の違い，また時々の実験の難易

によるものと思われる。 
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② ジュニア科学塾の実験に関する生徒の理解度 
（縦軸の数字：５（理解できた）―１（難しい）） 

 実験については，全ての生徒が授業全体を通じ，よく理解している。また，回によ

る理解度のアップダウンも大きくない傾向を示している。 
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③ ジュニア科学塾の内容が理科の学習に役立つと感じた者の割合（実数） 
１名を除き，「思う」または「強く思

う」と答えている。今回の内容は理科の

中では，どちらかといえば生徒に敬遠さ

れやすい対象であったが，４回の授業を

集中して取り組んだ結果とみるべきで

あろう。 
 
 
 
 
 
④ 次回のジュニア科学塾，又は科学塾（高校生向け）への参加意思 
１１名の生徒が「思う」または「強く

思う」と答えた。なかでも「強く思う」

生徒が最も多いことは特筆すべきこと

である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤次回のジュニア科学塾で採り上げて欲しいテーマ（自由記述） 
１分野系の内容が多くあげられた。これらは必ずしも中学校で扱う内容ではなく，

また，神秘的なイメージを持つものでもない。むしろ，科学の基本に関する内容であ

る。このような内容をあげたことは，今回の科学塾を通じて塾長の大杉教授が強調し

た「科学の基本の大切さ」を反映したものと推測される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ジュニア科学塾については，少人数による face-to-face スタイルの授業を集中して

行った。ジュニア科学塾全体を通じ，科学の基本を「実験」と「生徒同士，生徒と塾

長との討論」を主体とした活動により，一定以上の満足が得られたことがうかがえる。 
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１分野系

２分野系

水、など…
物質の変化（化学変化）
結晶
音
化学について
爆鳴気（水素・酸素）、化学のこと（特に周期律について
宇宙に関係すること！又は、空とか…
熱
化学
天体
生物（成分、種類など）
動物のこと。花など（植物）のこと
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 ジュニア科学塾の写真  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（教育学部実験室で開塾式） 

（学生スタッフによる説明）
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（合宿日の夜の天体観測）

（合宿日の夜のすば

る望遠鏡の講義） 

（合宿日の夜の塾長と語

る会） 
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（日中の太陽観測） 

（休憩時間に塾長

に質問） 

（塾長の実験指導） 
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（屋外での実験） 

（太陽電池カー）

（実験ノートへの記録） 
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修了式（９月４日） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（大杉塾長から修

了証書を授与） 

（修了証書） 

（集合写真）
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 ジュニア科学塾募集チラシ  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




